
      

 第９期湖南市高齢者福祉計画・介護保険事業計画骨子案         
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 １ 計画の趣旨 

制度の持続可能性を確保するための長期的視点で策定 

２ 計画の位置づけ 

「高齢者福祉計画」と「介護保険事業計画」を一体化した高齢者施策に関

する総合的な計画 

３ 計画の期間 

令和６年度～令和８年度までの３年間 

４ 計画の策定方法 

（１）湖南市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定委員会 

（２）高齢者等実態調査の実施 

（３）市民の意見等の反映（パブリックコメントの実施） 

５ 第９期計画の方向性（国の基本的な考え方） 

（１）介護サービス基盤の計画的な整備 

（２）地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取組 

（３）地域包括ケアシステムを支える介護人材及び介護現場の生産性向上 

計画策定の方針 

20230809 

 ≪将来の見通し≫ 

■人口推計 

 【総人口】      54,393 人 ⇒54,154 人 ⇒47,856 人 ⇒36,475 人 

 【15～64 歳】     61.4％  ⇒60.7％  ⇒57.3％  ⇒52.0％ 

 【65～74 歳】     13.4％  ⇒12.4％  ⇒14.4％  ⇒14.5％ 

 【75～84 歳】     8.8％  ⇒10.7％  ⇒10.3％  ⇒14.4％ 

 【85 歳以上】      3.6％  ⇒3.9％   ⇒8.4％   ⇒10.5％ 

■高齢者世帯推計 

 【高齢者単身世帯】  3,117  ⇒3,240  ⇒3,535  ⇒3,128 世帯 

 【高齢夫婦世帯】   2,828  ⇒2,941  ⇒3,212  ⇒2,834 世帯 

■認知症推計 

 【認知症者数】    1,618  ⇒1,820  ⇒2,557  ⇒2,436 人 

■要支援要介護認定者推計 

 【認定者数】     2,029  ⇒2,284  ⇒3,123  ⇒2,980 人 

 

湖南市の高齢者を取り巻く状況 

2023 年  2025 年  2040 年  2060 年 

≪湖南市の主な課題≫ 

課題１ 地域コミュニティのつながりの希薄化 

・コロナ禍を背景としたつながりや助けあい・支えあいの希薄化 

・困難を抱える人が適切な支援につながらない 

・「自助」「共助・公助」両面からの力が弱体化してしまうおそれ 

課題２ 包括的な支援体制の必要性の高まり 

・一人暮らし高齢者、老老介護世帯など支援を必要とする人の増加 

・地域包括ケア体制のさらなる充実、包括的・重層的な支援体制の整備が必要 

課題３ 認知症者の増加に対応できる地域づくり 

・認知症リスクが高まる 85 歳以上の人口が増加 

・認知症になっても在宅での生活が継続できる地域づくりが必要 

課題４ 介護に関わる人材の確保・育成 

・事業所における担い手不足 

・介護サービスに携わる専門職の確保が必要 

・インフォーマルなサービスの担い手となる人材の確保・育成が必要 

計画の基本理念・基本目標 

≪基本理念≫ 

高齢者がいきいきと自分らしく、住み慣れた地域で 安心して暮らせるまち 湖南市 

 

基本目標１ 

いつまでも、いきいきと、 

自分らしく暮らせるまち 

≪基本目標≫ 

基本施策１  

生きがいづくりと社会参加活動の促進 

①生きがいサービスと居場所づくりの推進 

②社会活動への参加促進 

基本施策２ 

健康づくりと介護予防、自立支援の推進 

①健康づくりと介護予防事業の一体的実施の推進 

②自立支援の推進 

基本施策５ 

医療と介護の連携 

①連携の課題抽出と対応の協議 

②医療と介護の連携拠点の充実 

③在宅医療・介護の啓発 

④多職種・多機関との連携推進 

基本施策４ 

高齢者虐待防止対策の推進 

①権利擁護、虐待予防のための啓発 

②迅速で適切な虐待対応 

③権利擁護のための関係機関との連携強化 

基本施策６ 

介護保険サービスや住まい等の基盤整備 

①在宅生活を支えるための介護サービスの整備 

②介護保険施設サービス利用の適正化 

③サービスの質の向上 

④介護者の負担軽減や知識・技術習得の支援 

⑤多様な住まいや交通環境の確保 

基本施策７ 

介護保険事業の円滑な運営 

①介護認定の適正化 

②給付の適正化の推進 

③ケアマネジメントの適正化 

④介護予防・日常生活支援総合事業の適切な運営 

⑤受給者の理解の促進 

⑥適正な財政運営の推進 

⑦計画の進捗管理と評価 

基本目標２ 

安心して住み慣れた地域で暮

らせるまち 

基本目標３ 

自分に合った介護サービスを

適切に利用できるまち 

各 論 

基本施策・重点施策 

重点施策２  

地域包括ケアシステム 

の深化・推進 
①地域包括支援センターの体制整備 

②地域包括支援センター業務の着実な執行 

（重層的支援体制整備事業を含む） 

③地域包括支援センター業務の継

続的な評価・点検 

重点施策３  

総合的な認知症ケア 

の体制づくり 

①認知症の正しい知識の普及啓発 

②予防と早期対応の仕組づくり 

③認知症になっても安心して暮ら

せる地域づくりの推進 

重点施策１  

支えあいの地域づくり 
 

①多様な主体による生活支援サービ

スの創出 

②生活支援サービスの充実 

重点施策４  

介護人材の確保・育成及び 

介護現場の生産性の向上の推進 

①介護を支える人材の育成・支援 

※各年４月１日現在。圏域別推計の合算値 

基本施策３  

緊急時・災害時に係る体制整備 

①緊急時・災害時の支援対策の強化 

②災害時や感染症に対する体制整備の推進 

介護保険事業の見通し 

被保険者数・認定者数 

の推計 

■第 1 号被保険者数・第２号

被保険者数の推計 

■要支援・要介護認定者数の

推計 

施設・居住系サービス 

利用者数の推計 

■サービス基盤整備方針 

■居住系サービスの見込み 

■施設サービスの見込み 

居宅サービス 

利用者数の推計 

■居宅サービスの見込み 

■地域密着型サービスの見込

み 

地域支援事業 

利用者数の推計 

■訪問型サービスの見込み 

■通所型サービスの見込み 

介護給付費などの見込み 

■介護給費の見込み 

■標準給付費の見込み 

■地域支援事業費の見込み 

第９期第１号被保険者の介護保険料の設定 

 資料１ 

2023 年  2025 年  2040 年  2060 年 

2023 年  2025 年  2040 年  2060 年 

2023 年  2025 年  2040 年  2060 年 


